
◎非常勤講師

　経済学部で「キャリアデザイン」と「コンピュータ・リテラシー」の
２科目を担当している。
　「キャリアデザイン」は各自の生き方を、主として職業生活の面か
ら考え、学生時代の学びを、より意義あるものにするよう刺激を与え
るのが、教える側の意図した目的である。
　そのために、キャリア（career）というものの本質を探り、現代の
産業社会、企業組織の中における仕事の実際を説明し、その上で、
各自がキャリア観を構築することの重要性に気付くよう、手を変え、
品を変え講義する。
有名な話がある。
　「ディズニーランドのレストランに若い夫婦が来た。２人はそれぞれ
の注文に加えて、お子様ランチを注文した。ウェイトレスが怪訝そう
な顔をしたので、２人は事情を説明した。今日は亡くなった子供の誕
生日で、生前、今度の誕生日はこのレストランで食事することを約束
していたと。ウェイトレスはすぐに事情を理解し、２人の間に子供用
の椅子を配置し、どうぞ楽しいお誕生日を、と言った。」
さてウェイトレスの仕事とは何か。粗相の無いように食事を提供する
ことか、メニューについての正確な知識を知っていることか。実はこ
のレストランでは、大人にはお子様ランチを出さないことになってい
た。
　教員はこの話で、学生に仕事の本質を考えることの重要性を気付か
せることを意図している。企業の中にはさまざまな仕事がある。たと
えば一口に営業職といっても企業によって実に多様である。単に「商
品を販売する」とは言えない。学生に人気の公務員というのは、本
当はどのような職業なのだろうか。「公務員になりたい」というキャリ
ア目標は正しいのだろうか。本当は、「○○がやりたいから公務員にな
りたい」というのが正しいのではないだろうか。
　「キャリアデザイン」はこのように、ほとんどの学生が今まで考えた
ことのないような、自分のキャリア観というものと向き合う機会と知
識と刺激を提供する。
　先のレストランの話に戻ろう。
　教員の意図は仕事の本質を考えることであったが、マーケティングに関心のある学生
なら、サービス業における顧客満足というテーマに関連付けて捉えるかもしれない。ま
た、人的資源管理に興味があるなら、そのような従業員の行動を生み出す組織文化や
従業員の採用や教育の問題として捉えるかもしれない。
　こういう講義が意図していない学びというものも大事である。大学とは、そういう環
境である。ただし、そういう刺激をキャッチするアンテナの準備は、自分自身でやるし
かない。
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●キャリア・デザイン
●コンピュータ・リテラシー
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